
●
農
業
青
年
奨
励
部
門

猪
飼
幸
宏（
橋
目
町
）

ゆ
き
ひ
ろ

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
を
経
験
し
、
２５

歳
で
就
農
、
翌
年
か
ら
あ
い
ち
中

央
農
協
梨
部
会
お
よ
び
同
青
年
部

に
加
入
。
平
成

年
に
梨
部
会
青

２１

年
部
の
部
会
長
を
務
め
、
溶
液
授

粉
を
は
じ
め
新
技
術
研
究
に
取
り

組
み
、
部
会
全
体
の
技
術
向
上
に

貢
献
。
ま
た
、
地
元
中
学
生
の
職

場
体
験
や
保
育
園
児
の
食
育
活
動

と
し
て
梨
狩
り
の
受
け
入
れ
を
し
、

農
業
の
大
切
さ
や
楽
し
さ
を
伝
え

る
活
動
を
積
極
的
に
実
施
。
経
営

に
お
い
て
は
、
減
農
薬
・
減
化
学

肥
料
栽
培
に
取
り
組
み
、
直
売
に

よ
る
安
定
経
営
を
図
る
な
ど
、
地

域
の
若
き
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
今
後

の
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
。

●
営
農
部
門

日
高
広
勝（
高
棚
町
）

ひ
ろ
か
つ

昭
和

年
に
就
農
、
昭
和

年

４３

４６

の
任
意
組
合
新
池
営
農
組
合
設
立

時
に
同
組
合
に
入
組
。
昭
和

年
５４

の
高
棚
西
部
・
高
棚
東
部
・
新
池

３
法
人
の
合
併
に
よ
り
、
農
事
組

合
法
人
高
棚
営
農
組
合
を
設
立
。

中
心
的
存
在
と
し
て
、
高
棚
集
落

全
地
区
の
土
地
利
用
型
農
業
専
作

に
取
り
組
み
、
優
秀
な
農
業
経
営

を
続
け
る
と
と
も
に
、
地
域
農
業

の
発
展
に
寄
与
。
大
豆
・
水
稲
の

愛
知
県
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
認
定
を

受
け
、
環
境
に
配
慮
し
た
農
業
活

動
を
展
開
す
る
と
と
も
に
、
平
成

年
に
あ
い
ち
中
央
農
協
営
農
部

２０会
長
、
平
成

年
に
同
採
種
部
会

２２

長
を
歴
任
、
現
在
は
安
城
農
業
士

会
会
長
を
務
め
る
。

地
域
農
業
の
発
展
に
尽
く
し
た

人
な
ど
を
顕
彰
す
る
市
農
業
賞
の

受
賞
者
が
決
ま
り
ま
し
た
。

〈
敬
称
略
〉

●
地
域
づ
く
り
活
動
部
門

川
澄
明
旺（
桜
井
町
）

あ
き
お

桜
井
農
協
に
入
組
、
営
農
部
長

な
ど
要
職
を
歴
任
し
、
平
成
５
年
、

退
職
と
同
時
に
桜
井
南
部
農
用
地

利
用
改
善
組
合
長
に
就
任
。
水
田

農
業
に
お
け
る
転
作
団
地
化
と
統

一
品
種
の
推
進
に
よ
る
生
産
性
向

上
に
尽
力
。
平
成

年
に
あ
い
ち

１８

中
央
農
協
産
直
セ
ン
タ
ー
桜
井
産

直
部
会
長
に
就
任
、
率
先
し
て
地

産
地
消
に
取
り
組
む
ほ
か
、
平
成

年
に
は
環
境
保
全
会
を
発
足
、

１９地
域
協
同
で
農
村
環
境
保
全
に
努

め
る
。
平
成

年
に
は
市
民
農
園

２１

を
開
設
し
、
園
主
と
し
て
栽
培
指

導
や
交
流
イ
ベ
ン
ト
を
す
る
な
ど

多
岐
に
わ
た
っ
て
農
業
振
興
と
豊

か
な
地
域
づ
く
り
に
貢
献
。

■問
▼
農
務
課

（
緯〈

〉２
２
３
３
）

７１

●
と
き

１
月
８
日
掌
午
前
９
時

分
３０●

と
こ
ろ

安
城
消
防
署

●
内
容

消
防
機
関
に
よ
る
分
列

行
進
・
消
防
訓
練
・
消
防
団
に
よ

る
一
斉
放
水

●
そ
の
他

駐
車
場
は
、
市
役
所

西
会
館
駐
車
場
を
利
用
し
て
く
だ

さ
い

※
優
秀
作
品
説
明
会
を
、

日
松
・

２１

日
掌
午
前
９
時

分
・

時
、

２２

３０

１１

午
後
１
時

分
・
３
時
に
開
催
。

３０

●
と
こ
ろ

文
化
セ
ン
タ
ー

●
内
容

市
内
小
・
中
学
生
の
実

験
・
観
察
研
究
・
発
明
工
夫
の
作

品
、
市
内
小
・
中
学
校
特
別
支
援

学
級
・
安
城
養
護
学
校
生
の
作
品

展
示 ■問

▼
防
災
危
機
管
理
課

（
緯〈

〉２
２
２
０
）

７１

消
防
出
初
め
式

●
と
き

１
月

日
晶
～

日
掌

２０

２２

午
前
９
時
～
午
後
４
時

分（
３０

２０

日
は
午
前
９
時

分
か
ら
）

３０

■問
▼
教
育
セ
ン
タ
ー

（
緯〈

〉１
０
１
０
）

７５
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小
中
学
生
科
学
賞
作
品
展

「
か
が
く
の
ひ
ろ
ば
」

市
農
業
賞
受
賞
者
決
定

　
日
本
に
住
む
　

～
　

歳
未
満
の

２０

６０

全
て
の
人
は
、
国
民
年
金
に
加
入

し
、
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。
　

歳
の
誕
生
月
の

２０

前
月
に
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
加

入
の
案
内
が
届
き
ま
す
の
で
、
必

要
事
項
を
記
入
し
て
、
同
封
の
返

信
用
封
筒
で
必
ず
返
信
し
て
く
だ

さ
い
。
後
日
届
く
年
金
手
帳
は
、

大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

●
保
険
料
の
納
付
　
第
１
号
被
保

険
者
は
、
納
付
書
か
口
座
振
替
で

保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
加
入
届
や
保
険
料
の
納
め

忘
れ
が
あ
る
と
、
年
金
が
受
給
で

き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
期
限

内
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
学
生
や
収
入
が
少
な
く

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な

人
は
、
一
定
の
要
件
に
該
当
す
れ

ば
、
免
除
制
度
な
ど
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
の
で
、
申
請
を
し

て
く
だ
さ
い
。

■問 
▼
国
保
年
金
課

（
緯〈
　
〉２
２
３
１
）

７１

　
歳
が
ス
タ
ー
ト
！「
国
民
年
金
」

２０
被保険者の種類
学生・自営業・農林漁業など第１号被保険者
会社員・公務員など第２号被保険者
第２号被保険者に扶養されてい
る配偶者第３号被保険者

年金給付の種類
６５歳から生涯受給老齢基礎年金
病気やけがで障害が残ったとき
に受給障害基礎年金

夫が亡くなったときに、子のあ
る妻または子が受給遺族基礎年金

保険料免除・猶予制度
在学期間中の保険料を社会人に
なってから納めることができる
制度

学生納付特例制
度

経済的理由や災害に遭ったなど
の理由で保険料を納めることが
困難なとき、本人が申請し承認
を受ければ、保険料の全額か一
部が免除される制度。被保険者
が３０歳未満の若年者の場合は、
条件により納付が猶予される

保険料免除制度・
若年者納付猶予
制度

地
区
公
民
館
、
中
央
図
書
館

※
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
も
掲

載
。

■
意
見
を
提
出
す
る
に
は

　
１
月
６
日
晶
～
２
月
６
日
捷
に
、

住
所
・
氏
名
（
法
人
の
場
合
は
、

名
称
・
代
表
者
氏
名
）
を
記
入
し
、

持
参
か
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ

ー
ル
で
農
務
課
（
〒
　－

８
５
０

４４６

１
住
所
記
載
不
要
／
胃
〈
　

〉
１
１

７６

１
２
／n

o
m
u
@
c
ity

.a
n
jo
.a
ic

h
i.jp

）へ

●
計
画
名
　
第
２
次
安
城
市
食
育

推
進
計
画（
案
）

●
内
容
　
前
計
画
の
基
本
的
な
方

針
を
継
承
し
、
市
民
団
体
な
ど
と

連
携
・
協
力
し
て
食
育
へ
の
取
り

組
み
を
推
進
す
る

■
計
画（
案
）を
閲
覧
す
る
に
は

●
と
き
　
１
月
６
日
晶
～
２
月
６

日
捷
午
前
８
時
　
分
～
午
後
５
時

３０

　
分（
閉
庁
・
休
館
日
を
除
く
）

１５●
と
こ
ろ
　
農
務
課
、
市
政
情
報

コ
ー
ナ
ー
、
文
化
セ
ン
タ
ー
、
各

を
記
念
し
て
開
催
す
る
事
業

※
政
治
、
宗
教
、
営
利
を
目
的
と

し
た
も
の
、
公
の
秩
序
を
乱
す

恐
れ
の
あ
る
も
の
な
ど
を
除
く
。

●
申
し
込
み
　
所
定
の
申
請
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
持
参
か
郵

送
で
企
画
政
策
課（
〒
　－

８
５

４４６

０
１
住
所
記
載
不
要
）へ

※
申
請
書
は
、
企
画
政
策
課
・
市

公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
配
布
。

●
そ
の
他
　
補
助
金
交
付
制
度
で

は
あ
り
ま
せ
ん

　
市
制
　

周
年
を
盛
り
上
げ
る
た

６０

め
、「
安
城
市
制
　

周
年
記
念
」の

６０

名
称
（
冠
）
を
使
用
す
る
事
業
を
募

集
し
ま
す
。
使
用
事
業
に
は
、
市

マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
サ
ル

ビ
ー
市
制
　

周
年
版
・
市
制
　

周

６０

６０

年
ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
デ
ー
タ
提
供
と
、

市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
へ
事
業
概

要
の
掲
載
を
し
ま
す
。

●
募
集
期
間
　
　
月
　
日
晶
ま
で

１２

２８

●
対
象
事
業
　
４
月
１
日
掌
～
来

年
３
月
　
日
掌
に
、
市
制
　
周
年

３１

６０

※
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
ト
ッ
プ

ペ
ー
ジ
右
「
意
見
・
相
談
・
お

問
い
合
わ
せ
」の
「
意
見
（
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
）」
ペ
ー
ジ
か

ら
も
提
出
で
き
ま
す
。

※
電
話
で
の
意
見
提
出
は
不
可
。

個
別
に
は
回
答
し
ま
せ
ん
。

■問 
▼
農
務
課

（
緯〈
　
〉２
２
３
３
）

７１

Ұ
ॹ
に
͓
ॕ
͍
͠
·
ͤ
Μ
か

あ
な
た
の
事
業
を
市
制
　
周
年
記
念
事
業
に

６０

■問 
▼
企
画
政
策
課

（
緯〈
　
〉２
２
０
４
）

７１

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
制
度
に
よ
る
意
見
募
集
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障
害
程
度
区
分
認
定
調
査
員

●
勤
務
内
容
　
障
害
者
の
障
害
程

度
区
分
認
定
の
た
め
の
訪
問
調
査
、

支
給
管
理
業
務
な
ど

●
勤
務
日
時
　

捷
～
晶
午
前
９
時

～
午
後
５
時

●
賃
金
　
時
給
１
４
０
０
円（
支

給
管
理
業
務
は
　
円
）、通
勤
割
増

９８０

１
日
　
円
２００

●
採
用
日
　
４
月
１
日
掌

●
対
象
　
医
療
・
看
護
・
福
祉
な

ど
の
国
家
資
格
を
有
し
、
３
年
以

上
の
実
務
経
験
の
あ
る
人

●
定
員
　
１
人

●
選
考
　
面
接（
１
月
　
日
昇
）

２４

●
申
し
込
み
　
１
月
４
日
昌
～
　１７

日
昇（
松
掌
抄
を
除
く
）に
、
採
用

申
込
書
、
各
種
資
格
免
許
証
の
写

し
を
持
っ
て
障
害
福
祉
課
へ

※
募
集
要
項
・
採
用
申
込
書
は
、

同
課
・
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

で
配
布
。

保
育
園
保
育
士

●
勤
務
場
所
　
市
内
各
公
立
保
育

園
の
い
ず
れ
か

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
安
全
の
た

め
の
道
路
整
備
も
あ
る
程
度
は
必

要
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
運
転
す

る
者
が
、
道
路
や
交
通
の
状
況
に

応
じ
た
運
転
を
す
る
こ
と
が
最
も

必
要
な
こ
と
で
す
。
交
通
犠
牲
者

を
出
さ
な
い
、
安
全
安
心
な
交
通

環
境
の
実
現
に
は
、「
厳
罰
化
」と

違
反
免
れ
を
許
さ
な
い「
取
り
締

ま
り
の
徹
底
」で
、
悪
質
運
転
者

を
一
掃
す
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す

●
市
の
考
え
方
　
市
と
し
て
は
、

本
計
画
の
と
お
り
、
運
転
者
の
秩

序
だ
け
で
な
く
、
道
路
交
通
環
境

の
整
備
、
交
通
安
全
思
想
の
普
及

徹
底
や
そ
の
他
の
施
策
も
必
要
で

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

取
り
締
ま
り
に
つ
い
て
は
、
本
計

画
の
第
３
節「
道
路
交
通
秩
序
の

維
持
」の
中
で
対
応
し
て
い
ま
す

●
対
応
　
計
画（
案
）は
原
案
の
ま

ま
と
し
ま
す

　
こ
の
結
果
を
踏
ま
え
、
昨
年
　１２

月
　

日
の
交
通
安
全
対
策
会
議
で

１６
計
画
を
決
定
し
ま
し
た
。

●
と
き
　
１
月
　
日
掌
午
前

２９

　
時
～
午
後
１
時

１０●
と
こ
ろ
　
文
化
セ
ン
タ
ー

●
内
容
　
そ
ば
打
ち
体
験
と
、

災
害
に
備
え
る
た
め
の
講
話

●
対
象
　
市
内
在
住
ま
た
は

在
勤
で
　
歳
以
上
の
外
国
人

１２

●
定
員
　
　
人（
先
着
順
）

２０

●
費
用
　
　
円
５００

●
持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
タ

オ
ル

●
申
し
込
み
　
１
月
５
日
昭

～
　
日
昇
午
前
９
時
～
午
後

１７
５
時（
松
掌
抄
を
除
く
）に
市

国
際
交
流
協
会（
緯〈
　
〉２
７１

２
６
０
）へ

　
本
紙
昨
年
９
月
　

日
号
や
市
公

１５

式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
な
ど
で
意
見
を

募
集
し
た
「
第
９
次
安
城
市
交
通

安
全
計
画
（
案
）」に
寄
せ
ら
れ
た

主
な
意
見
と
そ
れ
に
対
す
る
市
の

考
え
方
を
ま
と
め
ま
し
た
の
で
公

表
し
ま
す
。

　
な
お
、
掲
載
し
た
意
見
は
、
趣

旨
を
損
な
わ
な
い
範
囲
で
要
約
し

ま
し
た
。
詳
細
は
、
市
民
安
全
課
、

市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
、
文
化
セ
ン

タ
ー
、
各
地
区
公
民
館
、
中
央
図

書
館
、
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で

閲
覧
で
き
ま
す
。

●
提
出
数
　
１
人（
７
件
）

■
主
な
意
見
と
市
の
考
え
方

●
意
見
　
交
通
の
安
全
確
保
は
、

自
動
車
運
転
の
有
り
様
に
か
か
っ

●
勤
務
開
始
月
　
４
月

●
申
し
込
み
　
１
月
４
日
昌
か
ら

の
捷
～
晶
午
前
８
時
　
分
～
午
後

３０

５
時（
抄
を
除
く
）に
、
写
真
を
貼

っ
た
履
歴
書
と
保
育
士
証
を
持
っ

て
子
ど
も
課
へ

※
登
録
も
随
時
受
け
付
け
。

■
臨
時
保
育
士

●
勤
務
日
時
　

捷
～
晶
午
前
８
時

　
分
～
午
後
５
時

３０●
賃
金
　
時
給
１
２
２
０
円
、
通

勤
割
増
１
日
　
円
２００

■
週
休
パ
ー
ト
保
育
士

●
勤
務
日
時
　

捷
～
晶
の
う
ち
週

２
～
３
日
午
前
８
時
　
分
～
午
後

３０

４
時

●
賃
金
　
時
給
１
０
９
０
円
、
通

勤
割
増
１
日
　
円
２００

■
延
長
パ
ー
ト
保
育
士

●
勤
務
日
時
　

捷
～
晶
午
前
７
時

　
分
～
　
時
　
分
ま
た
は
午
後
４

３０

１０

３０

時
～
７
時

●
賃
金
　
時
給
１
１
５
０
円
、
通

勤
割
増
１
日
　
円
２００

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
制
度
に
よ
る

意
見
募
集
の
結
果
と
計
画
の
公
表

■問 
▼
市
民
安
全
課

（
緯〈
　
〉２
２
１
９
）

７１

臨
時
職
員
を
募
集

■問 
▼
障
害
福
祉
課

（
緯〈
　
〉２
２
２
５
）

７１

■問 
▼
子
ど
も
課

（
緯〈
　
〉２
２
２
８
）

７１
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昨
年
は
、
災
害
に
始
ま
り
災

害
に
暮
れ
た
、
そ
ん
な
印
象
の

一
年
で
し
た
。
被
災
地
の
悲
し

い
ニ
ュ
ー
ス
が
多
く
、
暗
い
気

持
ち
に
な
り
が
ち
で
し
た
が
、

中
に
は
希
望
の
持
て
る
明
る
い

話
題
も
あ
り
ま
し
た
。

　
身
近
な
と
こ
ろ
で
は
、
本
市

出
身
の
若
手
ピ
ア
ニ
ス
ト
後
藤

正
孝
さ
ん
が
、
４
月
初
旬
、
オ

ラ
ン
ダ
で
開
催
さ
れ
た
国
際
ピ

ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル
で
優
勝
を
果

た
さ
れ
る
快
挙
が
あ
り
ま
し
た
。

後
藤
さ
ん
は
、
３
月
　
日
を
東

１１

京
で
迎
え
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

首
都
圏
の
大
混
乱
、
そ
し
て
隣

接
す
る
東
北
地
方
の
惨
状
を
知

り
、「
国
難
と
も
い
う
べ
き
こ
の

時
期
に
、
オ
ラ
ン
ダ
へ
ピ
ア
ノ

演
奏
に
出
か
け
て
い
い
の
か
」

と
悩
ま
れ
た
そ
う
で
す
。

　
苦
し
い
自
問
自
答
の
末
、
見

出
さ
れ
た
結
論
は
、「
ピ
ア
ニ
ス

ト
と
し
て
で
き
る
社
会
貢
献
、

そ
れ
は
ピ
ア
ノ
を
通
じ
て
日
本

に
明
る
い
話
題
を
届
け
る
こ
と

で
は
な
い
か
」で
し
た
。
こ
う

し
た
強
い
意
志
の
も
と
で
コ
ン

ク
ー
ル
に
臨
ま
れ
、
立
派
な
成

果
を
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。
帰
国

後
は
、
被
災
地
で
の
演
奏
活
動

を
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
同
様
の
尊
い
精
神
を
ス
ポ
ー

ツ
で
発
揮
さ
れ
た
の
が
、
女
子

サ
ッ
カ
ー
・
な
で
し
こ
ジ
ャ
パ

ン
の
選
手
た
ち
で
し
た
。
彼
女

ら
の
ひ
た
む
き
さ
に
勝
利
の
女

神
が
 微
  笑
 み
、
感
動
は
被
災
地

ほ
ほ
 え

を
は
じ
め
世
界
中
に
広
が
り
ま

し
た
。

　
社
会
貢
献
も
人
そ
れ
ぞ
れ
、

さ
ま
ざ
ま
な
形
が
あ
る
と
い
う

こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。

　
私
は
現
在
、
愛
知
県
市
長
会

会
長
、
全
国
市
長
会
副
会
長
な

ど
を
務
め
て
い
ま
す
。
こ
う
し

た
独
自
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中

で
、
私
な
り
の
被
災
地
支
援
や

社
会
貢
献
を
進
め
て
ゆ
こ
う
と
、

市
長
会
の
職
務
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　
一
人
一
人
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
で
何
が
で
き
る
か
を
問
い
、

や
れ
る
こ
と
か
ら
始
め
て
い
け

ば
よ
い
と
思
い
ま
す
。
全
て
の

被
災
者
の
皆
さ
ん
に
穏
や
か
な

生
活
が
戻
り
、
こ
の
国
に
共
助

に
よ
る
真
の
幸
福
社
会
が
実
現

す
る
こ
と
を
、
心
よ
り
願
っ
て

い
ま
す
。

　
ど
こ
に
い
て
も
、
支
援
の
絆

は
つ
む
げ
ま
す
。

昨昨昨年年６６月 市民栄誉賞を受賞した後藤正孝さ月　市民栄誉賞を受賞した後藤正孝さんん

　
経
済
セ
ン
サ
ス
は
経
済
の
国
勢

調
査
で
、
統
計
法
に
基
づ
き
、
こ

れ
ま
で
実
施
し
て
き
た
経
済
関
連

の
大
規
模
統
計
調
査
を
統
廃
合
な

ど
し
て
実
施
す
る
も
の
で
す
。
調

査
票
を
１
月
末
ま
で
に
届
け
ま
す

の
で
、
２
月
１
日
昌
以
降
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

●
調
査
基
準
日
　
２
月
１
日

●
対
象
　
市
内
全
て
の
店
舗
・
工

場
・
会
社
な
ど
の
事
業
所

●
調
査
事
項
　
従
業
者
数
、
事
業

所
の
開
設
時
期
、
主
な
事
業
内
容
、

売
上
規
模
な
ど

●
調
査
票
の
送
付
　

支
社
等
の
な

い
事
業
所
、
新
設
事
業
所
糸
調
査

員
が
直
接
伺
い
、
調
査
票
を
手
渡

し
　

支
社
等
を
有
す
る
企
業
糸
国
、

都
道
府
県
、
市
が
民
間
業
者
を
通

じ
て
、
本
社
な
ど
に
一
括
し
て
調

査
票
を
送
付

●
調
査
結
果
　
国
内
総
生
産
な
ど

の
推
計
や
地
域
の
産
業
振
興
の
た

め
の
施
策
な
ど
に
役
立
て
ま
す
。

集
計
結
果
は
、
来
年
夏
ご
ろ
か
ら

順
次
公
表
し
ま
す

　
熟
年
者
が
教
養
・
実
技
・
健
康

な
ど
に
つ
い
て
総
合
的
に
学
ぶ

「
シ
ル
バ
ー
カ
レ
ッ
ジ
」。ま
も
な

く
課
程
を
修
了
す
る
　
期
生
の
作

１５

品
展
と
卒
業
生
に
よ
る
Ｏ
Ｂ
作
品

展
を
開
催
し
ま
す
。

●
と
き
　
　
期
生
作
品
展
糸
１
月

１５

　
日
晶
～
　
日
掌
、
Ｏ
Ｂ
作
品
展

１３

１５

糸
２
月
３
日
晶
～
５
日
掌
い
ず
れ

も
午
前
９
時
　
分
～
午
後
４
時

３０

※
１
月
　
日
・
２
月
５
日
は
午
後

１５

３
時
　
分
ま
で
。

３０

●
と
こ
ろ
　
文
化
セ
ン
タ
ー

ا
業
・
事
業
者
޲
͚

経
済
セ
ン
サ
ス
活
動
調
査
を
実
施

■問 
▼
経
営
管
理
課

（
緯〈
　
〉２
２
０
５
）

７１

シ
ル
バ
ー
カ
レ
ッ
ジ
　
期
生
・
Ｏ

１５

Ｂ
作
品
展

■問 
▼
文
化
セ
ン
タ
ー

（
緯〈
　
〉１
５
１
５
）

７６
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